


終
戦
宣
筐
韮
傾
月
在
任
の
記
録

終

戦

直

後

五

箇

月

在

任

の

記

録

文
部
省
訓
令
第
一
読
醤
醤
臨
靡
認
悶
謬

平
和
國
家
第
一
年
ノ
元
且
ヲ
迎
フ
必
ー
ー
賞
リ
、
，
添
グ

モ
館
書
ヲ
漠
褻
き
フ
レ
、
新
日
本
建
設
ノ
靱
フ
ベ
キ
方

途
ヲ
諄
々
ト
ジ
テ
昭
示
ジ
給
フ
。
聖
旨
深
厚
、
洵
ー
一
恐

憬
感
激
．
I
l

堪
（
ヂ
ル
ド
共
tl
‘

謹
ミ
テ
按
ズ
ル
l
l

ソ
ノ

鍮
ン
給
フ
所
＾
、
マ
ク
今
後
我
ガ
胴
敬
育
ノ
｀
田
ッ
テ
以

テ
則
ル
大
本
タ
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
9
0

惟
フ
一
ー
今
次
ノ
職
華
、
敗
北
ヲ
以
テ
ソ
ノ
局
ヲ
結
ブ

ャ
、
畢
世
適
従
k

火
所
ヲ
知
ラ
ズ
、
動
揺
混
甑
シ
テ
康

苦
四
邊
一
ー
滸
ッ
。
然
リ
ト
雖
モ
、
此
ノ
秋
―
―
於
テ
獨
國

民
ョ
グ
奮
起
ジ
、
不
撓
不
屈
、
相
携
ヘ
テ
試
腺
＝
二
耐
ヘ

ナ
バ
、
必
ズ
ャ
暗
黒
ヲ
打
開
シ
テ
光
明
ノ
彼
程
~
＝
ー
到
塗

國内外文農司

文
部
紺
訓
．
ご
第
一
臨

務務務部林法
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岩
田
松
村
前
田
吉
田

宙
造
朦
＝l
-

多
門茂

堀
切
善
次
郎

松

本

梁

治

ジ
得
ベ
キ

n

卜
、
之
ヲ
信
ジ
テ
疑
＾
ズ
°
則
チ
今
同
ノ

大
饂
篠
遵
ジ
、
明
治
ノ
國
是
五
箇
條
ノ
御
誓
文
ヲ
循

守
シ
、
明
朗
齢
逹
、
民
意
ヲ
暢
逹
ン
、
平
和
主
義
＝
一
徹

ジ
、
文
化
ノ
水
準
ヲ
昂
メ
、
相
僑
リ
相
信
ジ
、
堅
寅
翠

固
ナ
ル
公
民
生
活
ノ
完
成
ヲ
期
ス
ベ
キ
ナ
リ
。
古
木
家

ヲ
愛
ス
ル
ノ
心
J
'
閾
ヲ
愛
ス
ル
ノ
心
卜
＾
、
我
ガ
胴
民

逍
徳
ノ
特
長
夕
9
シ
所
ナ
リ
ト
雖
モ
、
今
後
＾
更
―
一
之

ヲ
摘
充
ジ
テ
人
類
愛
l
l

マ
デ
完
成
セ
ジ

3

ル
所
ナ
カ
ル

ベ
カ
ラ
ズ
。
若
シ
夫
レ
我
ガ
閾
il

於
ケ
ル
純
正
ナ
ル
君

民
ノ
四
係
＾
、
徒
ラ
ー
一
架
空
ナ
ル
肺
話
停
説
、
偏
狭
ナ

ル
民
族
優
越
感
I
I

ヨ
リ
テ
成
ル
モ
ノ
ニ
ア
―
r
ズ
、
此
ノ

際
寧
ロ
カ
、
ル
瞑
レ
ル
猥
念
ノ
ー
洗
コ
ソ
、
萬
世
漁
ラ

ザ
ル
君
民
一
如
ノ
冥
萎
ヲ
願
現
ス
ル
所
以
ナ
ル
n
ト
ヲ

前

御
垂
示
き
フ
レ
タ
を
二
竿
ッ
テ
＾
、
衷
ヽ
心
恐
擢
＝
l

堪
ヘ

ズ
、
洪
大
ナ
ル
碑
慮
＿
る
感
ジ
テ
忠
誠
ヲ
放
サ
ン
ト
ス
ル

ノ
念
愈
々
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
。

抑
々
斯
ノ
如
キ
聖
旨
ヲ
奉
戴
シ
テ
之
ガ
徹
底
ヲ
期
ス
ル

＾
、
敦
育
i
―
在
y
°
寧
＝
ー
育
英
敬
化
l

一
従
フ
者
及
ビ

之
ヲ
統
督
ス
ル
者
、
ゾ
ノ
任
拿
ク
ソ
ノ
瀧
遠
ン
、
査
シ

ク
思
ヒ
ヲ
此
一
一
致
シ
、
自
省
自
奢
、
徳
ヲ
養
ヒ
識
ヲ
磨

キ
・
、
各
々
責
務
ヲ
全
ウ
シ
テ
前
途
ノ
荊
棘
ヲ
彿
ヒ
、
悠

久
ナ
ル
閾
逗
ヲ
萬
世
ノ
太
平
ー
一
開
キ
、
以
テ
叡
慮
＝
ー
應

ヘ
奉
ラ
ン

n

ト

ヲ

期

ス

ベ

ジ

。

＾

昭
和
二
十
一
年
一
月
四
日文
部
大
臣

一

敗
戦
後
、
國
運
挽
同
の
た
め
に
何
よ
り
肝
要
な
こ
と
は
、
人
心
を
虚
脱
朕
態
よ
り
引
戻
し
、
新
た
な
目
標
を
示
し
て
、
こ
れ
に
向
つ
て
新
た
た
勇
氣
を
振

ひ
起
し
て
進
ま
し
む
る
方
途
を
講
す
る
よ
り
外
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
今
後
永
久
に
武
力
を
持
た
ざ
る
文
化
國
家
と
し
て
、
一
県
に
そ
の
使
命
に
邁
進
し
、

枇
界
の
文
運
に
寄
典
貢
獣
せ
ん
が
た
め
に
は
、
國
民
の
教
養
を
菊
が
上
に
も
昂
め
て
、
高
邁
な
人
格
、
優
秀
な
頭
脱
の
持
主
を
一
人
で
も
多
く
作
り
上
げ
ね

ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
み
な
今
後
の
教
育
に
謀
せ
ら
れ
た
大
き
な
宿
題
で
あ
る
。
戦
後
数
育
の
持
つ
役
目
は
如
何
に
強
調
し
て
も
、
強
調
し
憲
さ

れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

そ
の
終
戦
直
後
の
文
数
府
を
司
る
べ
く
、
測
ら
す
も
大
命
を
拝
し
た
る
余
と
し
て
は
、
そ
の
任
務
の
餘
り
に
も
重
大
な
る
に
、
衷
心
よ
り
慄
へ
つ
＼
も
、

先
づ
取
り
敢
へ
す
執
っ
た
虞
置
と
し
て
、
戦
争
門
勤
努
動
員
の
た
め
に
殆
ど
學
業
中
止
の
朕
態
に
あ
っ
た
學
徒
の
氣
分
を
一
轄
せ
し
む
る
た
め
に
、
速
か

に
學
園
に
師
つ
て
授
業
を
再
開
す
る
べ
き
旨
を
衰
令
し
た
。
そ
れ
は
渥
く
と
も
九
月
中
旬
よ
り
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
．
賞
施
と
共
に
そ
こ
に
色
々
の
困
難
が

伴
ふ
事
が
解
り
、
そ
の
解
決
に
は
今
以
て
闘
係
嘗
局
が
奮
闘
し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
殊
に
営
初
の
詭
期
以
上
に
、
學
校
再
開
に
崇
り
を
な
し
た
の
は
、

食
穏
難
で
あ
り
、
叉
戦
災
地
に
は
住
居
難
が
加
は
つ
て
、
事
賞
授
業
の
縦
綾
を
困
難
な
ら
し
め
て
居
る
現
朕
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
は
百
方
手
を
霊
し
て
困
難

克
服
に
邁
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
｀
最
近
に
は
、
學
校
が
奥
徒
土
ハ
に
乗
り
出
し
て
、
農
耕
増
援
、
食
糧
自
給
に
、
平
和
の
戦
士
と
し
て
奮
闘

す
る
施
策
が
講
ぜ
ら
る
A

に
至
っ
た
の
は
人
の
知
る
虞
で
あ
る
Q

数
育
の
新
方
針
と
し
て
は
、
先
づ
何
よ
り
も
従
来
の
軍
國
主
義
を
一
掃
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
肯
ふ
を
侯
た
な
い
の
で
あ
る
。
戦
争
中
は
國
民
の
一
員
と
し

て
、
國
家
嘗
面
の
問
題
に
協
力
す
る
の
は
嘗
然
の
貨
務
で
あ
り
、
殊
に
英
米
の
如
く
、
「
良
心
的
戦
争
反
劉
者
」
の
存
在
を
國
家
が
認
め
ざ
る
我
園
と
し
て
、

逢
法
的
精
紳
よ
り
し
て
も
、
巳
む
を
得
忍
馨
協
力
の
場
面
が
多
々
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
一
た
巧
終
戦
と
な
り
、
敗
戦
と
な
っ
た
以
上
、
喜
過
去

の
「
戦
争
一
本
」
で
進
ん
だ
施
策
と
精
神
と
は
放
棄
さ
れ
、
一
新
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
素
よ
り
そ
の
虚
で
あ
る
t
し
こ
れ
は
殊
に
数
育
の
方
面
に
於
て
該
常

盈
項
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
軍
國
色
一
掃
に
、
新
文
繋
邑
望
し
て
、
愁
手
し
始
め
た
こ
と
は
窃
然
の
成
行
で
あ
る
。
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終
戦
直
後
五
箇
月
・
万
任
の
記
録

二

終
峨
直
後
五
箇
月
在
任
の
記
緑

五

余
は
九
月
九
日
、
全
國
放
会
を
以
て
、
「
宵
年
學
徒
に
告
ぐ
」
の
題
下
、
以
上
の
趣
旨
質
、
現
と
、
異
理
を
愛
し
、
冥
宜
を
尚
ぶ
、
科
學
的
精
誹
の
尊
霊
す
べ

嘉
以
を
謡
き
、
従
来
の
弊
風
た
り
し
自
國
の
優
越
に
陶
酔
し
、
こ
れ
を
誇
張
し
て
他
國
を
孵
親
す
る
が
如
き
夜
郎
自
大
の
風
を
戒
め
た
。
更
に
九
月
十
五

日
、
取
り
敢
へ
す
文
部
嘗
局
と
し
て
、
終
戦
後
執
り
叉
執
ら
ん
と
し
つ
4

あ
る
施
策
方
針
を
公
表
し
た
。

取
り
敢
へ
す
の
施
策
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
宜
行
に
着
手
し
た
事
は
、
教
科
書
中
、
新
時
代
の
精
神
に
背
馳
せ
り
と
認
む
べ
き
箇
所
の
削
除
、
教
員
の
再

数
育
を
計
る
た
め
に
従
来
の
数
學
練
成
所
を
改
組
す
る
こ
と
、
齊
少
年
閲
の
職
時
證
制
を
解
い
て
、
郷
土
的
、
自
褒
自
治
的
の
組
織
菜
め
し
む
る
と
と
、

科
學
教
育
の
新
出
褻
、
殊
に
基
礎
科
學
に
力
を
入
る
と
こ
と
、
人
文
科
學
を
尊
重
す
る
こ
と
、
宗
数
の
自
由
を
霊
ん
じ
、
そ
の
社
會
徳
化
に
一
暦
の
活
動
を

期
待
す
べ
く
懲
憩
す
る
こ
と
等
で
あ
っ
た
。

ム
ビ
ア
大
墨
講
師
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
少
佐
（
後
に
中
佐
と
な
る
）
の
訪
問
を
受
け

塁
~
、
右
褒
表
の
九
月
十
五
日
午
後
、
合
は
紐
育
生
活
中
の
蓄
知
、
コ
ロ

ー
サ
ー
司
令
部
に
於
け
ろ
敦
育
課
長
と
し
て
、
今
後
文
部
省
所
管
専
務
を
受
持
つ
こ
と
さ
な
れ
る
由
を
語

た
。
久
濶
を
絞
す
る
と
共
に
、
氏
が
今
同
マ
ク
ア

甕
秦
閂
の
新
聞
紙
に
掲
戟
せ
る
文
部
省
新
方
針
と
あ
る
記
事
を
指
し
て
、
洵
に
結
硝
な
J

り
、
今
後
の
協
力
を
談
じ
た
が
、
そ
の
際
、
氏
は
片
手
に
携
ヘ

り
、
こ
の
調
子
で
進
ま
れ
度
し
贔
ろ
贅
意
を
表
さ
れ
た
。
筒
後
、
聯
合
軍
司
令
部
と
密
接
な
る
連
絡
下
に
、
常
初
は
フ
エ
ラ
ー
ス
代
豚
の
、
而
し
て
後
に

は
ダ
イ
ク
代
肘
の
、
主
管
下
に
於
て
、
ヘ
ン
ダ
ー
ソ
ン
中
佐
を
継
て
、
萬
事
が
取
り
運
ぼ
れ
る
こ
と
羹
っ
た
の
で
あ
ろ
が
、
こ
の
九
月
十
五
日
の
旅
策
獲
表

-
f
l
贔
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
削
尻
月
十
五
日
は
重
要

唇
、
凡
て
の
書
項
は
全
く
司
令
部
と
何
等
の
職
繋
た
く
、
獨
胄

以
後
に
於
け
る
そ
れ
と
の
間
に
大
艘
に
於
て
矛
盾
杵
格
が
な

た
な
る
劃
期
貼
で
あ
る
。
而
し
て
更
に
注
意
す
べ
き
事
は
、
そ
の
以
前
に
決
定
せ
る
諸
方
策
と
、

か
っ
た
事
で
あ
る
。

,
J
、
首
相
官
邸
陀
全
國
の
各
宗
派
宗
教
宝
代
表
の
命
品
悶
開
催
、
酋
相

宗
教
家
の
奮
起
を
促
す
件
陀
闊
し
て
は
・
、
特
に
夏
晨
言
．
殿
下
に
御
願
び
し
一

J
あ
る
が
、
宗
敦
に
闘
し
て
は
そ
の
後
、
十
月
四
日
の
司
令
部
指
令
に
よ
り
、
宗

宮
殿
下
よ
り
激
動
を
賜
は
り
、
代
表
各
位
よ
り
の
書
陳
述
を
求
め
た
の
f

言
證
法
の
禁
止
を
命
ぜ
ら
れ
た
結
果
、
宗
教
に
射
し
官
憲
が
内
容
的
に
容
咳
す
る
途
が
全
然
杜
絶
さ
れ
、
宗
数
の
自
由
に
向
つ
て
一
進
境
を
見
た
と
言
ヘ

明
治
一
ニ
ャ
ニ
年
訓
令
に
由
る
、
私
立
學
校
享
に
於
て
も
學
科
課
程
に
闊
し
法
令
の
規
定

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
照
應
し
て
、
文
部
省
の
施
策
と
し
て
は
、

ぷ
こ
と
を
許
さ
す
と
い
ふ
従
来
の
制
限
を
招
奇
所
謂
宗
教
槃
校
に
自

あ
る
學
校
は
、
課
程
外
L
r

雖
も
、
宗
敦
上
の
教
育
を
施
し
叉
は
宗
数
上
の
儀
式
を
行
h

由
を
付
興
す
る
の
措
槌
を
甑
行
し
た
の
は
b

宗
数
學
校
側
の
多
年
の
要
望
に
賊
へ
得
た
も
の
で
あ
っ
て
k

困
手
と
言
ふ
の
も
、
時
勢
の
力
に
蹄
す
べ
き
も
の
が

多
い
こ
と
を
筋
感
せ
し
め
ら
れ
る
。

文
部
省
の
機
構
改
革
に
就
て
は
、
東
久
涵
宮
内
閣
成
立
と
共
に
、
内
閣
の
技
術
院
解
盟
に
開
聯
し
、
そ
の
一
部
た
る
技
術
研
究
及
應
用
の
事
務
が
文
部

省
に
移
さ
れ
た
の
で
、
従
米
の
科
琳
局
に
こ
れ
を
受
け
入
札
、
陣
容
装
大
せ
る
科
學
敦
育
局
の
改
組
が
あ
り
、
又
戦
時
色
混
厚
な
り
し
敢
學
練
成
所
を
腹
止

し
て
、
そ
の
替
り
に
教
育
郡
修
所
の
殷
笹
を
見
た
の
で
あ
ろ
が
、
以
上
は
廊
急
の
官
制
芭
距
に
過
ギ
た
い
の
で
、
ゞ
’
う
し
て
も
敦
育
新
方
針
の
殷
定
と
共

に
、
こ
れ
に
柳
應
す
る
槻
樽
改
正
の
必
要
を
見
た
の
で
あ
り
、
切
り
に
そ
の
準
備
に
急
い
で
居
・
た
が
＇
、
そ
の
内
に
十
月
五
日
、
東
久
遁
宮
内
閣
綽
辟
職
と
な

り
、
途
に
幣
原
内
閣
に
持
ち
越
さ
る
、
事
と
な
り
、
余
は
留
任
し
た
、
め
、
そ
の
勢
頭
の
施
政
と
し
て
、
文
部
省
概
構
改
革
が
装
表
さ
れ
、
従
米
の
普
通
、

専
門
雨
教
育
局
を
併
せ
て
）
一
骰
系
の
學
校
敬
育
局
が
設
置
せ
ら
れ
．
数
屡
局
を
殷
し
て
、
就
會
数
育
局
に
換
へ
、
数
科
書
改
編
の
重
要
性
℃
鑑
み
て
、
数

科
書
局
を
新
設
し
、
こ
れ
に
橙
育
局
と
、
さ
き
に
改
組
の
科
學
数
育
局
を
記
し
て
五
局
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
外
部
よ
り
人
材
を
招
聘
し
て
、
文
部
省
の
人

的
要
素
を
強
化
し
得
た
の
は
幸
と
す
ろ
所
で
あ
る
。

新
時
代
に
帥
應
す
べ
き
教
育
行
政
と
し
て
、
早
急
に
賞
施
す
べ
を
具
競
案
に
開
し
て
は
、
蒻
に
取
敢
へ
す
方
針
を
装
表
し
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
こ
れ
を

取
概
め
、
整
理
桧
討
を
加
へ
た
結
果
、
一
應
の
教
育
新
方
針
要
綱
が
出
来
上
が
っ
た
の
で
、
，
十
月
十
五
日
を
期
し
、
全
國
の
師
範
學
校
長
及
び
各
府
縣
説
學

官
を
東
京
に
會
阿
し
て
、
こ
れ
を
装
表
指
ぷ
し
た
の
で
あ
る
。
績
い
て
全
同
各
地
に
そ
の
趣
旨
の
會
合
を
行
っ
た
。

新
方
針
と
は
、
大
娑
、
軍
國
主
義
、
極
端
な
る
国
家
主
義
を
殺
育
界
よ
り
排
除
し
、
か
：
る
主
義
を
抱
持
宜
侮
し
た
る
教
育
者
を
敬
壇
よ
り
排
除
す
る
と

共
に
、
堂
＂
て
軍
嗣
‘
主
義
を
批
判
し
た
る
の
故
を
以
て
教
育
界
よ
り
追
は
れ
た
る
敢
員
あ
ら
ば
、
再
び
こ
れ
を
迎
ふ
る
こ
と
に
努
む
ぺ
き
旨
を
以
て
し
、
ま
た

軍
國
主
義
の
湿
床
と
な
り
易
き
殺
育
上
の
諸
般
の
劃
一
、
ま
翁
を
打
破
し
、
個
性
の
尊
童
と
こ
れ
に
由
る
馘
家
社
會
へ
の
奉
仕
を
強
調
し
、
科
線
の
尊
重
、
女

子
数
育
の
水
非
向
上
、
學
び
つ
＼
働
く
方
面
の
強
調
等
、
敷
項
に
直
る
も
の
で
あ
っ
た
。
而
し
て
そ
の
際
特
に
教
育
勅
語
を
再
謹
贖
す
る
姿
あ
る
を
力
詮

し
、
同
勅
記
の
院
示
し
給
ふ
所
は
、
賀
に
國
民
た
る
と
共
に
人
聞
と
し
て
大
成
す
べ
き
旨
を
以
て
せ
ら
れ
て
届
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
人
間
た
る
の
道
を
閑

却
し
て
、
極
端
な
る
同
家
、
王
裟
に
奔
っ
た
の
が
、
今
日
の
破
局
の
要
因
た
る
こ
と
を
設
い
た
の
で
あ
っ
た
。
右
の
嬰
旨
は
、
同
月
十
五
日
夜
放
送
せ
ら
れ

た。

四



終
撃
直
後
五
箇
月
在
任
の
記
録

人
的
新
陳
代
謝
は
、
翡
を
契
機
と
し
て
全
凋
的
に
行
は
れ
た
。
大
讐
於
て
自
疲
的
に
こ
れ
が
行
は
れ
、
例
へ
ば
帝
國
大
學
の
如
き
、

各
學
校
に
於
け
る

そ
の
後
行
は
れ
た
極
め
て
大
麓
な
る
直
轄
學
校
長
塁
迭
に
於
て
も
、
新
傾
向
の
窺
は
る

4

ぶ

殆
ど
全
國
費
り
て
、
綿
長
の
夏
迭
を
見
、
行
政
的
に
も
、

か
、
極
端
な
る
國
家
主
義
者
だ
か
ら
と
言
ふ
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
唯

が
あ
る
。
然
し
是
等
の
更
迭
は
何
も
営
該
首
脚
者
が
、
軍
國
主
義
者
で
あ
る
と

、
故
参
の
人
々
が
一
應
そ
の
職
を
去
つ
て
、
新
空
氣
の
醸
成
に
便
な
ら
し
め
ん
と
す
ゑ
県
の
勇
退
的
精
神
の
登
露
に
錨
す

だ
、
新
時
代
到
来
を
契
機
と
し
て

べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
事
を
特
記
し
た
い
。

一
日
に
於
て
、
司
令
部
よ
り
初
め
て
教
育
に
闘
す
る
指
令
が
疲
表
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
由
る
と
、
橡
て
文
部
省
と
し
て
自
姿
的
に
計

然
る
に
、
十
月
二
十
一

整
し
つ
＼
あ
り
し
箪
國
主
馨
極
端
な
る
國
家
主
義
者
の
殺
壇
追
放
を
、
夏
に
強
化
し
た
方
針
を
以
て
、
賞
行
せ
よ
と
命
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
遂
行
を
完

の
で
あ
り
、
こ
れ
が
立
案
を
命
じ
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
目
下
そ
の
内
容
に
就
て
文
部
省
と
司
令
部
と
の

魯
ら
し
む
る
た
め
審
査
機
闊
を
設
け
よ
と
言
ふ

馨
の
事
が
歴
然
た
る
人
々
に
就
て
は
速
か
に
、
罷
免
の
手
綾
を
執
る
べ
き
は
勿
論
で
あ
っ

聞
に
交
渉
進
行
中
で
あ
る
。
然
し
審
査
槻
闊
に
附
議
せ
す
と
も
4̀

教
育
界
各
方
面
に
於
て
自
粛
が
行
は
れ
て
居
る
の
は
周
姉
の
如
く
で
あ
る
。

て
、
事
賀
に
於
て
は
既
に
自
褒
的
勇
退
の
形
を
執
つ
て
、

民
主
的
敢
育
の
徹
底
に
鋏
く

行
法
規
の
逮
用
範
園
内
に
於
て
『
か
ら
ざ
る
も
の
は
、
女
子
教
育
の
水
準
向
上
で
あ
る
が
、
こ
の
貼
に
闘
し
て
は
、
板
本
的
法
規
の
改
正
に
先
立
ち
て
、
現

研
究
の
結
果
具
證
案
を
得
た
の
で
、
學
校
嘗
事
者
の
意
見
を

出
来
る
だ
け
の
事
を
取
り
敢
へ
す
賞
行
し
よ
ぅ
と
言
ふ
の
で
、

れ
に
よ
れ
ば
、
女
子
専
門
學
校
の
う
ち
、
特
に
文
部
省
の
指
定
す
る
も
の

嘉
聞
き
た
る
上
、
十
二
月
四
日
閣
議
の
成
認
を
得
て
そ
の
方
針
を
発
表
し
た
。
こ

そ
の
卒
業
生
は
男
子
同
様
に
大
學
へ
の
入
學
試
験
を
受
け
る
こ
と
を
得
し
め
る
。
従
て
そ
こ
に
は
男
女
共

は
こ
れ
を
男
子
に
於
け
る
高
等
學
校
と
同
醐
し
、

嘉
可
能
と
な
る
。
ま
た
女
子
の
み
の
大
學
を
設
立
す

子
と
同
等
の
も
の
と
な
さ
し
る
こ
と
を
認
め
る
。
而
し
て
高
等
女
學
校
に
於
け
る
敢
授
内
容
も
、
基
礎
學
科
に
就
て
ほ
今
後
は
男

め
る
と
言
ふ
趣
旨
で
あ
る
。
こ
れ
に
準
櫨
し
て
既
に
早
速
殺
途
を
計
蓋
中
の
幾
多
の
學
稜
あ
る
と
と
を
聞
く
は
本
懐
で
あ
る
。

學
校
の
内
外
を
問
は
す
、
我
國
に
公
民
道
の
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た

新
時
代
の
教
育
に
於
て
、
最
も
璽
ん
す
べ
き
も
の
は
公
民
敢
育
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
の
問
題
に
主
力
を
注
が
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
固
よ
り
営
然
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
司

の
が
、
今
日
の
惨
朕
を
持
ち
来
し
た
主
要
原
因
で
あ
る
に
鑑
み
、

ラ
ー
ス
代
豚
と
の
會
談
に
於
て
も
、
先
方

ー
ソ
ン
少
佐
と
の
會
見
に
於
て
も
、
ま
た
そ
の
直
後
、
フ
ェ

令
部
側
に
於
て
も
、
こ
れ
を
重
親
し
、
営
初
ヘ
ン
ダ

喜
を
述
へ
ら
れ
た
。
元
来
公
民
数
育
に
就
て
は
我
國
と
し
て
も
過
去
に
於
て
一
定
の

は
こ
れ
を
力
既
し
、
そ
の
完
成
に
霞
し
て
は
十
分
の
援
助
を
な
す
べ

繋
茫
彼
逹
し
来
つ
た
鎧
過
を
有
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
戦
時
中
誤
っ
た
國
家
至
上
、
主
義
に
渫
ら
れ
て
、
折
角
の
褒
逹
が
阻
害
せ
ら
れ
、
中
等
膜
校
や
青
年

學
校
に
於
け
る
公
民
科
ま
で
が
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
姿
を
没
し
た
の
で
あ
っ
て
、
公
民
と
か
自
治
と
か
言
ふ
字
句
を
使
用
す
る
こ
と
自
身
が
す
で
に
不
都

令
だ
と
言
は
れ
る
や
う
た
時
代
を
経
過
し
来
つ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
こ
の
傾
向
を
根
本
的
に
覆
し
、
學
校
敬
育
と
計
會
教
育
と
の
南
方
面
に
渉
つ
て
、

公
民
数
育
の
搬
充
強
化
を
圏
り
た
い
と
言
ふ
意
園
の
も
と
に
、
十
月
に
公
民
数
育
刷
新
委
員
會
を
設
け
、
省
内
の
闘
係
官
に
加
ふ
る
に
、
若
干
省
外
檀
威
者

の
参
加
を
求
め
、
鈴
意
寅
行
案
に
向
つ
て
調
査
を
進
め
て
貰
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
咋
年
の
内
に
一
應
の
答
申
案
を
了
せ
ら
れ
た
の
は
喜
ば
し
い
と

思

ふ

。

今

後

は

迅

速

な

る

寅

現

に

努

め

た

い

も

の

で

あ

る

。

．

毅
科
書
の
根
本
的
改
訂
が
喫
緊
の
要
務
で
あ
る
と
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
が
、
ま
た
余
の
就
任
以
来
早
速
着
手
せ
し
め
た
虞
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
闘
し
て

は
司
令
部
よ
り
も
詳
細
な
る
諸
般
の
指
示
が
あ
り
、
遂
に
修
身
、
地
理
、
日
本
歴
史
に
就
て
は
、
数
科
書
の
全
面
的
改
訂
が
命
ぜ
ら
れ
、
改
正
敬
科
書
の
川

来
る
ま
で
は
そ
の
授
業
を
も
停
止
せ
ら
る
4
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
翠
是
等
の
数
科
書
に
就
て
は
至
急
暫
定
数
科
書
の
編
纂
を
企
て
、
應
急
鉗
策
と
し
て

は
数
師
用
指
針
書
の
作
製
を
急
い
で
居
る
次
第
で
あ
る
。
そ
の
他
の
数
科
書
に
就
て
も
幾
多
根
本
的
の
改
訂
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
言
ふ
ま
で

も
な
い
。
そ
の
た
め
に
前
述
の
如
く
新
ら
し
く
敬
科
書
局
の
設
立
を
見
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
併
行
し
て
従
来
の
教
科
用
圏
書
調
査
會
を
腹
し
、
新
た
に

数
科
用
圏
書
委
員
會
を
作
り
、
そ
の
委
員
の
顔
獨
に
も
各
界
の
代
表
者
を
加
へ
た
。
ま
た
國
字
國
語
の
問
題
に
就
て
も
、
此
際
新
た
な
眼
孔
を
以
て
再
桧
討

を
行
ふ
必
要
あ
り
と
認
め
た
の
で
、
園
語
調
査
會
に
委
饗
し
≫
さ
し
づ
め
簿
字
劾
制
限
を
更
に
徹
底
化
せ
し
む
ろ
目
的
を
以
て
調
究
を
再
開
し
て
貰
つ
て

居
る
。

終
戦
後
燈
育
局
の
復
活
に
由
つ
て
、
ま
た
軍
事
数
練
裏
止
後
の
新
富
態
に
鑑
み
て
、
證
育
行
政
に
も
新
生
面
が
開
か
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
従
来

文
部
省
の
所
管
は
學
校
内
の
盟
育
に
の
み
限
ら
れ
、
一
般
祉
會
に
於
け
る
燈
育
闘
係
は
厚
生
省
の
下
に
謁
し
、
彼
此
涼
絡
上
鋏
く
る
所
多
き
憾
み
が
あ
り
、

識
者
嘗
事
者
の
間
に
も
長
い
間
此
問
題
が
懸
案
と
な
っ
て
論
議
せ
ら
れ
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
幣
原
内
閣
の
芦
田
厚
生
大
臣
の
大
乗
的
逹
観
と
英
断
に
よ

り
、
厚
生
省
よ
り
進
ん
で
、
罷
育
開
係
の
行
政
事
務
を
営
方
に
移
管
す
る
こ
と
を
申
し
出
で
ら
れ
、
目
下
そ
の
文
部
省
下
に
於
け
る
一
元
化
に
就
て
事
務
的

協
議
が
進
行
し
つ
上
あ
る
。

科
學
敬
育
局
改
編
以
来
、
諸
般
の
懸
案
は
旅
々
解
決
せ
ら
れ
ん
と
し
つ

4
あ
る
。
そ
の
最
も
重
要
な
る
も
の
と
し
て
學
術
研
究
會
議
及
び
學
術
振
興
會
の
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終
誤
直
後
五
甑
月
在
任
の
記
録

と
れ
に
開
し
て
も
新
鉗
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ミ
、

教
育
の
刷
新
に
は
藪
師
の
素
質
向
上
が
何
よ
り
も
肝
要
で
あ
る
。

員

優

遇

の

斯

行

で

あ

る

。

武

カ

ヵ

同

時

に

必

要

な

の

は

、

敦

魯
今
後
の
我
國
羹
て
、
数
員
が
爾
今
占
を
可
き
地
位
は
、

匹

敵

す

べ

き

も

の

が

な

け

れ

ば

な

ら

恰

か

も

武

力

時

代

に

於

て

軍

人

が

享

有

し

て

居

つ

た

殊

遇

に

哀
。
社
會
的
に
物
賀
的
に
数
員
を
優
遇
す
る
こ
と
は
喫
緊
の
要
務
で
あ
る
。

た
の
で
あ
る
が
、
財
政
難
の
た
め
十
分
素
志
を
逹
す
る
こ
と

こ
の
意
味
に
於
て
、
昭
和
二
十
一
年
度
詭
算
の
編
成
に
際
し
、
余
は
低
遇
案
の
提
出
を
な
し

を
得
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
國
民
學
校
敦
員
の
俸
給
に
闘
し
て
は
、
一
般
宜
吏
と
同
様
二
倍
額
と
な
す
外
に
、
別
に
緯
額
五
千
萬
園
だ
け
を
計
上
す
る

こ
と
が
出
来
た
。
而
し
て
こ
れ
に
封
し
て
は
輩
行
法
律
案
を
作
っ
て
、
孵
年
右
荻
額
を
國
庫
支
辮
す
る
こ
と
ヽ
し
、
こ
れ
を
端
輝
と
し
て
、
漸
次
培
額
を
計

り
、
一
―
―
年
目
に
は
少
く
と
も
、
三
倍
に
逹
し
得
る
や
う
期
し
た
の
で
あ
る
。
中
等
學
校
数
員
及
び
専
門
高
等
學
校
、
大
學
敬
授
の
俸
給
に
就
て
も
、
同
様
噌

額
を
企
圏
ず
可
き
は
嘗
然
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
今
同
不
完
全
な
が
ら
、
数
員
優
遇
の
端
緒
だ
け
は
、
そ
の
途
が
開
か
れ
た
こ
と
を
、
肉
開
及
び
大
蔵
省

嘗
局
に
向
つ
て
深
く
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
~
▲

以
上
が
、
大
證
余
の
在
職
中
、
具
腔
化
し
、
若
く
は
そ
の
緒
に
就
か
ん
と
せ
し
諸
項
目
で
あ
る
。
か
4

る
所
に
本
年
一
月
元
旦
、
長
く
も
今
上
陛
下
に
於

か
せ
ら
れ
て
は
、
新
年
に
際
し
て
の
詔
書
を
漠
稜
あ
ら
せ
ら
れ
、
今
後
我
國
民
の
往
く
べ
き
道
に
闘
し
て
御
垂
示
を
賜
つ
た
。
こ
れ
は
同
時
に
新
日
本
の
数

育
が
則
る
べ
き
大
本
を
御
示
し
遊
ば
さ
れ
た
も
の
と
思
ふ
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
御
趣
旨
を
奉
観
し
、
新
な
る
決
意
と
糖
想
と
を
以
て
新
時
代
の
文
数
に
勘
む

べ
き
旨
の
訓
令
を
複
し
た
が
、
こ
の
時
を
轄
機
と
し
て
幣
原
内
閣
改
造
に
際
し
、
桂
冠
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
余
の
役
目
は
嘗
初
よ
り
期
し
て
届
た
通
り
、

た
ゞ
道
掃
除
を
承
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
後
よ
り
来
る
べ
き
偉
大
な
る
人
の
た
ー
め
に
、
多
少
の
準
備
を
な
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
今
や
、
営
初
の
期
待
の

如
く
偉
大
な
る
後
継
者
を
得
た
。
余
は
安
ん
じ
て
後
退
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
洵
に
感
謝
す
べ
き
か
な
。

最
後
に
、
然
し
決
し
て
最
小
の
事
で
は
な
く
、
特
筆
し
て
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
余
の
在
職
中
、
大
村
次
官
を
初
め
、
三
顧
の
證
を
執
て
迎

へ
た
、
山
崎
、
田
中
、
闊
口
、
三
局
長
及
び
田
邊
瘍
托
を
初
め
、
省
内
政
務
事
務
吏
僚
各
位
の
多
大
の
援
助
補
佐
を
辱
く
し
た
こ
と
で
あ
る
。
是
等
傷
秀
有

能
の
人
士
の
協
力
な
く
し
て
は
、
余
は
何
事
を
も
為
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
。
今
や
内
閣
改
造
と
共
に
、
大
村
次
官
は
轄
じ
て
内
務
省
に

入
ら
れ
た
が
、
三
局
長
（
山
崎
氏
は
次
官
と
し
て
）
其
他
は
依
然
留
ま
り
、
安
倍
新
文
相
を
補
佐
し
て
、
鈴
意
理
想
の
賀
現
に
邁
進
を
綾
け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
賓
に
心
強
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
文
数
腔
来
の
た
め
に
墾
翻
の
念
禁
じ
得
な
い
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。
（
一
月
二
十
吾
日
認
む
旅
中
何
等
の
資
料
を
有
さ
を
馨
不
猜
確
の

酷
御
寛
怒
を
罰
ふ
）
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,
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＇
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＇
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1
,
9
,
ー
・

（
．
十
八
頁
よ
り
）
力
強
い
新
日
本
の
建
設
が
行
は
れ
ろ
亭
と
な
れ
ば
日
本
民
族
の
幸
で

あ
ろ
。
之
を
成
就
せ
し
め
ろ
総
の
公
民
敦
育
こ
そ
國
民
自
身
の
仕
事
で
あ
り
、
民
衆

相
互
の
上
に
課
せ
ら
れ
た
大
さ
な
使
命
で
あ
ろ
。
公
民
敬
育
の
徹
底
に
よ
っ
て
胴
民

六

終
醗
直
後
五
箭
月
在
任
の
記
録

九

相
闊
開
雙
是
正
し
、
そ
の
分
婚
硝
務
の
分
野
を
彼
此
墜
調
貫

る
協
調
に
よ
り
、
多
年
の
宿
題
が
解
決
せ
ら
れ
ん
と
し
つ
と
す
る
問
題
が
あ
る
。
今
や
遮
嘗
な
ろ
梵
案
を
見
る
に
至
り
、
阻
者
代
表
者
間
の
岡
満
な

、
あ
る
。
そ
の
他
、
日
本
再
建
の
基
碇
的
要
因
た
る
科
學
数
育
の
捩
興
策
と
し
て
、
企
餐
賞
行
す

べ
き
項
目
は
頗
る
多
い
が
、
さ
し
づ
め
博
物
館
の
捩
充
普
及
、
そ
の
利
用
新
方
策
、

心
指
導
者
設
置
の
如
き
、
嘗
面
の
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
屈
る
の
で
あ
る
。
並
に
地
方
諸
學
校
に
於
け
る
科
學
敢
授
の
面
目
一
新
の
た
め
に
す
る
中

戦
争
中
、
戦
災
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
學
校
が
少
か
ら
・
す
あ
る
。
そ
の
復
興
を
如
何
に
す
ミ

魯

、

出

来

る

だ

け

こ

れ

を

地

方

に

分

散

し

て

へ

き

か

、

更

に

復

興

に

郎

し

て

學

校

の

極

度

の

大

都

市

集

中

化

を

、
新
た
に
塾
育
國
土
計
叢
を
定
め
る
必
要
が

急

措

置

と

し

て

戦

災

學

校

に

鉗

し

て

あ

る

の

は

固

よ

り

営

然

で

あ

る

。

文

部

省

と

し

て

は

終

戦

後

應

、
軍
の
施
設
等
を
利
用
す
る
一
時
俵
校
合
使
用
を
斡
旋
し
た
の

輿
計
蓋
を
樹
て
、
そ
の
賓
施
を
促
進
す
る
目
的
を
以
て
、
最
近
臨
時
数
育
施
設
部
を
設
け
た
。
で
あ
る
が
、
更
に
如
上
の
趣
旨
に
よ
る
學
校
施
設
の
復

こ
の
敗
戦
後
の
新
社
會
朕
態
に
即
認
し
、
数
育
百
年
の
大
計
を
樹
て
る
た
め
に
、
数
育
制
度
全
般

更
に
根
本
問
題
と
し
て
、
吾
人
が
常
面
す
る
も
の
は
、

の
再
桧
討
を
行
っ
て
、
一
貰
せ
る
饒
系
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
問
題
に
闘
し
て
は
、

唇

既

に

示

さ

れ

て

居

る

。

然

し

、

さ

き

に

大

規

模

な

教

育

審

諮

會

の

調

査

が

あ

り

、

そ

の

結

こ
の
未
曾
有
の
大
菱
革
に
鹿
し
、
既
往
の
成
案
そ
の
ま

り
、
此
際
虚
ヽ
心
坦
悛
、
現
在
の
覧
相
と
、
牌
来
の
趨
勢
に
鑑
み
，
＼
を
踏
襲
し
得
る
や
否
や
は
、
誰
人
も
疑
問
と
す
る
所
で
あ

新
時
代
の
教
育
證
系
を
作
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。

新

委

員

會

を

設

け

、

各

方

面

の

櫂

威

者

を

集

め

て

省

内

の

試

案

と

相

侯

つ

て

，

こ

の

目

的

を

以

て

今

同

敢

育

制

度

刷

育

制

度

の

確

立

と

共

に

、

地

方

に

於

け

成

ろ

可

く

早

急

に

成

案

を

得

度

い

と

期

し

て

居

た

の

で

あ

る

。

勿

ほ

此

の

数

虐
育
行
政
機
構
に
就
て
も
刷
新
を
加
へ
、
従
来
の
如
く
中
等
敢
育
、
國
民
操
校
数
育
が
輩
な
る
都
道
府
縣
鹿
内
の

け
る
数
育
に
闘
し
指
示
指
導
の
棺
利
と
翻
資
と
を
持
ち
得
る
や
う
に
、
適

一
俗
務
と
な
る
事
な
く
、
各
地
方
に
於
け
る
文
数
の
植
威
者
が
、
そ
の
地
域
に
於
‘

嘗
に
行
政
棲
構
の
改
正
を
行
び
度
い
と
思
見
事
務
営
局
に
具
欝
案
の
男
意
を
察
し
つ
ょ
言
た
の
で
あ
る
。

の
叡
智
と
徳
拳
が
養
は
れ
、
世
昇
的
な
恒
久
平
和
國
家
建
詈
麿
胄
喜
な
民

力
が
充
寅
す
る
結
果
と
な
れ
ば
之
こ
そ
敗
戦
の
網
な
轄
じ
て
瓢
と
鉱
す
と
言
ふ
し
の

で
あ
ら
う
。

八



お

細

ら

せ

今
般
文
部
時
報
は
昭
和
二
十
す
＝

2
月
締
職
再
建
鵠

と
し
て
更
生
出
襄
す
．
ろ
こ
と
に
な
り
、
定
債
は
一
部

感
戻
特
別
一
狂
塁
芯
含
む
＞
に
痩
更
さ
れ
ま
し
た
。

師
諒
承
願
ひ
ま
ず
。
別
に
送
料
を
申
受
け
ま
す
。

ー
文
部
詩
報
の
形
式
及
内
容
等
糠
て
が
再
建
態
勢

な
把
持
し
、
民
主
主
議
的
新
H
本
文
緻
建
設
報
導

の
使
命
に
邁
進
致
し
ま
す
。

ー
文
部
時
報
の
形
式
は
錦
琥
色
―
-

+

1

一頁、

9
宗

6
琥
8
ぎ
及
6
＊
大
の
活
字
で
一
l

殴
組
、
三
段
組

塁
塁
喜
の
組
み
方
を
用
ひ
叉
用
諾
、
文
句

す
べ
て
能
率
化
し
毎
頁
充
寅
せ
る
内
容
．
な
載
せ
る

一
文
部
時
報
の
内
容
は
別
褐
文
部
時
報
刊
行
計
査

摘
要
の
逼
リ
で
す
。
特
に
登
載
寧
項
中
文
部
法
令

告
示
等
は
簡
車
に
事
項
目
を
指
示
し
官
報
参
照
に

便
亡
し
め
、
更
に
省
内
各
局
獲
送
の
拿
要
な
涸
牒

や
聯
認
、
解
合
軍
糠
司
令
部
の
敵
育
膨
係
指
示
等

面
を
充
て
ろ

一
ー
剛
話
、
談
話
、
罫
究
、
解
詭
等
は
寺
局
柄
簿
切

緊
要
な
る
も
の
な
稗
め
る
。

＼
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年
一
月
二
十
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文
部
時
報
刊
行
計
蜜
摘
要

本
雀
所
管
の
敦
育
學
襲
及
字

法

令

絃

に

諧

披

の

造

設

事

項

に

就

き

て

指

示

し

周

載

き

ま

す

知
せ
し
む
ぞ
と
共
に
所
管
の
行
政
及
級
育
誨
闊
等
債

の

聯

絡

提

拇

を

諷

リ

民

主

主

義

的

平

和

新

日

本

敦

＇

’

育

文

化

の

促

進

向

上

に

役

立

た

も

に

代

金

申

受

け

ま
す
前
金
切
れ

-

l

内
容
本
時
報
登
載
亭
項
．
の
大
要
左
の
如
し
衰

ん

詔
賓
勅
謡
。
法
律
。
勅
令
•
閣
＾
も
省
ぎ
訓
令
・
告

．
序
畠
・
・
訓
一
で
指
令
（
例
規
と
な
る
し
の
）
に
翻
i
l

す
る
指
示
•
蓮
農
例
栽
と
な
姜
は
一
跛
の
参
考
麟
墨
鼻
．
は
二
分
ノ
ー
頁
九
拾
園
以
下
、
四
分
ノ

と
な
ろ
し
の
）
・
法
令
解
説
゜
塁
塁
菜
省
よ

1

頁
六
拾
岡
以
下
と
す
。
掲
載
頁
数
は
壼
部
錨

リ
公
文
に
贔
答
し
た
る
も
の
）
．
墨
覧
報
告
告
一
に
拾
五
頁
を
超
ゆ
る
こ
と
を
得
ず

書
・
塁
•
誨
話
・
談
話0
研
究
調
査
。
統
計
等
料
＿
右
文
部
省
の
御
指
定
に
依
っ
た
t
の
で
す

-
l
I

寧
疇
纂
文
部
時
報
顔
纂
の
第
編
纂
委
員
長
泣
編
纂

委
景
若
干
名
を
蓋
く
。
網
纂
委
員
長
は
文
齋
課
長

な
以
て
之
に
充
て
、
編
纂
委
員
ほ
文
齊
罠
晨
・
中
よ

リ
之
を
命
ず
。
必
要
あ
る
と
き
は
省
内
涙
令
審
査

委
頁
の
意
見
を
求
む
る
こ
と
あ
ろ
ぺ
し
。

賢
詈
霞
言
麟
闘
員
｀
｀

・
ロ
伍
詈
員
鼠
『
鬱
鬱

依
鴨
す

尚
ほ
省
内
靭
係
局
際
の
み
な
ら
デ
廣
く
官
公
叙
立

r
学
校
琺
員
及
民
間
學
者
並
に
識
者
の
執
箪
に
保
る

も
の
に
よ
り
．
文
薮
．
の
新
顕
向
と
別
薪
の
線
に
蹄
ひ

て
編
纂
す
。

四
酸
行
本
時
報
．
は
規
旅
A
列
五
査
侮
．
競
・
竺
＝
H
~

二
頁
、
を
債
金
武
錮
‘
と
標
寧
と
し
毎
月
一
同
十
日

た
襄
行
期
g,r
ー
ず
但
し
本
睾
は
一
月
二
十
五
日
変

行
と
す
。
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